FF12が発売される少し前だったと思うな。秋だった。
マグナは処分していて、スクーターだった。

鳥取砂丘まで、原チャでのろのろと…

何でだったか、本当は忘れてないけど、上手く話す自信がないから忘れた事にしとく。

共鳴と言う現象がある。

　あんまり言い例えじゃないけど

　　　　　　　　箱B
　　　　　　　　　　　　　　　　水

　　　　　　　　　箱A
　　　　　　　　　　　　　　　　　水　　　　　　　　　　


　　　　　　火
水を張った箱AとBを積み重ねて、下から加熱すると
　Aの温度は上がり、中の水が蒸発して噴き出す

　そのままほっとくと、Aの熱がBに伝わり、

　Bの温度も上がり、Aと同じように蒸気を吹く。

　ここからちょっとジャンプして、


　　棒A　　　　　　　　　　　　　　　棒B
同じような材質でできた棒Aと棒Bを置き、
　棒Bを振動させる。

　　棒Bの振動が（空気中を）棒Aに伝わり、AとBは同じようなサイクルで振動を始める。

　たしかこれを共鳴と言う。

（…このジャンプ、ちょっと距離が…、…いいか…。）

　月は、太陽の光を反射しているだけだ。

　とする考え方が一般的だが、

太陽に共鳴して光っている。

と言う考え方も無い事は無い。私はこれが好きだ。
ただ、これをすると、現在、自分で光ってる星を恒星。自分では光らない星を惑星もしくは衛星と呼んでるので、月が太陽を反射してるのではなく、あれは月自体の光だ。と言うと、どうでも良い事でギャーギャー騒ぐうっとおしい猿もどきがたくさん出てくる。

「光とは何なのか？」「連続圧と安定型連続圧の関係は？」、、、ちょっとややこしいが、

　アスファルトの道路にゴムボールを投げると跳ね返る。…。
　これが…、

　やまびこってあるだろ。山に叫ぶと、跳ね返ってくる。ってやつ。あれが…。

山に叫ぶと、その振動が山を共鳴させて、一瞬だけ、山自体が叫ぶ。って言う考え方があるんだ。もちろん、こんなややこしい計算、よほどの事がないと、やっとれん。

　まあ、これは後回しにしよう。連続圧を安定化させる、大技の話だ。
それで…、出て最初の休憩だったな。どこかのコンビニの前、寒いから買ったコーヒーを開けて、タバコ加えて、「あの月…、早く共鳴してくれんかな…」と、

　夜空には、秋の終りの白い月。
